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‥
毎
金
の
第
一
一
次
締
切
日
で
あ

る
、
平
成
四
年
一
　
日

目
も
出
き
た
と
こ
ろ
で
、
去
る

′

．
1
月
在
日
に
第
二
回
碁
金
委
員

会
が
秋
川
ク
…
、
、
ナ
ル
ポ
ブ
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
‘

－
I
・
副
委
員
長
全
員
と
、
そ

れ
に
財
政
委
員
長
お
よ
び
昭
L

か
ら
昭
在
．
圭
で
の
各
年
次
‥
毎

金
委
員
の
訂
四
「
川
名
が
出
帰

さ
れ
、
‥
母
金
目
標
鮎
達
成
の
た

め
の
執
心
な
話
し
合
い
が
な
さ

れ
ま
し
た

最
初
に
、
塩
出
委
員
長
か
ら

各
年
次
碁
金
委
員
の
誠
意
と
こ

努
力
と
に
対
し
、
深
い
感
謝
と

敬
意
を
表
し
た
い
と
挨
拶
が
あ
っ

た
ィ
　
し
か
し
、
資
料
に
あ
る
と

お
。
、
　
　
月
末
現
有
で
約
在

丁
力
日
の
‥
毎
金
で
あ
。
、
事
業

完
遂
に
は
半
分
位
の
財
源
で
す
√

目
標
裾
は
是
非
達
成
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
。

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
に
は
大
変

こ
告
、
実
在
お
か
け
い
た
し
ょ
す

が
、
よ
り
一
層
の
こ
努
力
と
、

奈
員
か
ら
の
強
い
シ
、
接
を
期
待

し
て
お
。
七
才
と
述
へ
ら
れ
た

し
た欠

こ
、
事
務
局
か
ら
‥
母
金
状

ノ
l
 
l
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H
U
t

と
約
五
、
一
へ
一
ハ
0
万
円
位
に
な

る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

吏
た
、
規
／
I
目
標
鮎
を
越
え

て
い
る
年
次
は
ハ
り
次
一
S
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一

で

、

九

日

％
代
が
亘
年
次
一
S
〓
・
1
8
・

一

訓
・
2
1
・
”
∵
撃
　
て
、
＝
ん
1

層
に
ゆ
ノ
＼
に
従
っ
て
納
入
率
が

悪
い
よ
う
で
あ
る
・
特
・
1
に
四
一

目
標
達
成
に
会
員
の
ご
協
力
を

第
三
回
募
金
委
員
会

視
と
資
料
に
つ
い
て
の
説
明
が

な
さ
れ
た
　
そ
れ
に
よ
る
と
、

月
末
現
人
目
の
雷
付
金
納
人

裾
は
ハ
、
0
－
方
円
で
、
納

入
件
数
は
四
、
一
日
二
件
で
あ

る
。そ

れ
に
本
部
事
務
局
に
は
人

余
し
て
い
な
い
が
、
年
次
事
務

局
で
自
つ
て
い
る
分
を
加
え
る

′
．
－
・
・
－
ノ

1

代

一

S

4

2

を

除

く

一

と

五

一

1
代
の
落
ち
込
元
が
日
吉
∴
ノ
て

い
る
と
の
説
明
が
あ
）
だ
‘

続
い
て
、
小
圭
財
政
委
員
長

が
座
長
と
な
。
、
意
見
・
父
換
と

各
年
次
こ
と
の
現
状
報
告
と
が

な
さ
れ
た
く

そ
れ
に
よ
る
と
、
全
休
と
し

て
は
、
　
月
美
で
に
は
‥
牢
需
沌

今
年
度
の
第
二
回
常
任
理
事

会
が
、
「
二
月
「
六
日
、
弥
晶

会
館
で
開
催
さ
れ
、
4
6
名
が
出

帰
し
て
熱
心
な
話
し
合
い
が
ノ
白

わ
れ
た
。

伊
藤
守
▲
事
務
局
長
の
開
会

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
塩
出
雄
次

会
長
か
ら
「
母
校
の
創
立
百
一
一

十
周
勺
記
念
事
業
を
盛
大
に
石

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
皆

さ
ん
で
じ
っ
く
。
こ
相
談
い
た

だ
き
た
い
U
L
と
あ
い
さ
つ
が
あ
っ

た
。
J
続
い
て
、
室
Ⅲ
弘
校
長
か

ら
「
学
校
は
冬
休
み
を
控
え
て
、

諸
行
事
も
円
滑
に
進
人
で
お
。
、

休
み
明
け
に
は
、
二
年
生
の
約

9
0
％
に
あ
た
る
四
∵
四
名
か
、

天
守
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
を
受

け
る
予
定
で
あ
る
U
 
h
L
月
か
ら

導
入
さ
れ
た
学
校
在
日
制
一
毎

月
第
一
一
十
曜
日
が
休
業
一
に
つ

い
て
は
、
本
校
の
使
命
で
あ
る

予
力
の
維
持
を
付
と
し
た
最
善

の
策
を
全
職
員
で
検
討
中
で
あ

る
く
　
7
一
一
「
周
年
関
連
で
は
、

学
校
と
し
て
行
う
記
念
式
典
を
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戒
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つ
よ
う
な
努
力

°

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

●

う
く
　
そ
の
た
め
に
、
特
に
目
標

鮎
の
晶
い
S
1
6
～
S
川
ま
で
の
。

．
1

年
次
で
目
標
紬
達
成
に
協
力
し
ロ

て
い
く
へ
き
で
あ
る
と
の
注
目
二

で
あ
っ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

巨
だ
、
各
年
次
別
の
幕
金
力

°

法
や
現
状
に
つ
い
て
、
出
帰
の

／
十
十
次
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
が
、
。

ゝ年
次
毎
に
人
数
や
長
と
去
り
の
。

違
い
も
あ
。
、
‥
毎
金
力
法
も
輿
ロ

な
っ
て
い
る
の
で
、
目
標
紬
を
ロ

達
成
し
た
年
次
と
宮
高
し
て
い

’

る
年
次
と
が
あ
る
が
、
達
成
し

’

た
年
次
で
は
今
後
も
末
納
者
に

呼
び
か
け
て
い
く
こ
と
と
、
末
。

達
成
の
年
次
で
は
、
目
標
達
成
ロ

に
努
力
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い

合
っ
て
算
金
委
員
奈
を
散
余
し
ロ

た
‘

立
派
に
挙
行
す
ノ
く
鋭
意
華
備

＼を
進
め
て
い
る
。
学
校
の
施
設

・
設
備
面
で
は
、
図
書
鮒
充
実

の
た
め
、
机
い
す
等
を
新
し
ノ
1

し
て
環
境
の
改
膏
を
図
り
た
い

と
、
付
校
の
現
況
に
つ
い
て
紹

介
が
あ
っ
た

次
に
報
告
に
移
。
、
い
彗
高

－
t
i
4
J
l

か
ら
、
叙
勲
・
集
章
の
栄
誉
に

浴
さ
れ
た
会
員
の
紹
介
一
第
割

号
に
掲
載
一
、
八
月
の
通
常
総

会
後
の
会
務
報
生
‥
二
上
な
も
の

は
、
一
一
月
－
．
日
に
校
吏
資
料

館
建
設
の
入
札
が
／
白
わ
れ
業
者

が
内
定
し
た
が
、
一
月
に
正
式

決
定
の
予
定
で
あ
る
こ
と
一
、

募
金
状
況
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
っ
た
‥
毎
金
に
関
し
て
は
、

1
月
．
日
付
で
宮
仕
金
の

免
税
措
置
が
詔
l－j
さ
れ
た
旨
の

報
告
が
あ
っ
た
嘉
壷
‥
り
二
日

、
′
－
り
＿
．
．
－

述
〕

続
い
て
各
常
置
委
員
奈
か
ら

の
撞
告
が
／
〓
お
れ
、
財
政
委
員

奈
か
ら
は
、
待
金
目
標
締
∵
億′
－
じ

円
に
対
し
現
不
ま
だ
′
r
r

＼
、
ノ
ノ
、

方
円
で
あ
。
、
再
度
各
年
次
に

お
願
い
し
た
旨
の
報
告
、
正
両

委
員
奈
か
ら
は
、
差
年
次
対
策

の
た
め
の
懇
談
会
の
開
催
r
10

－
月
1
日
一

号
、
／
r
．
L
・
年
次
奈
費

の
今
後
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
っ
た
た
た
名
簿

委
員
会
か
ら
は
、
．
月
の
輿
動

期
の
あ
と
を
最
終
資
料
に
し
て
、

八
月
に
名
簿
を
企
出
す
ろ
′
「
∴
L

で
あ
る
こ
と
、
広
報
委
員
奈
か

ら
は
、
1
同
窓
会
だ
よ
。
3
9

し
′
t

号
の
発
ノ
白
に
つ
い
て
、
1
一
1

－
周
1
記
念
事
業
広
報
2
日
り

二
月
発
／
白
一
に
、
校
史
桁
料

鮒
の
見
取
図
と
‥
毎
金
報
告
を
載

せ
る
旨
の
説
明
が
あ
っ
た

そ
の
後
、
塩
出
奈
長
を
議
長

こ
し
て
協
議
に
人
。
、
新
入
奈

ヽ
／
h
U
t

員
に
贈
る
記
念
品
と
そ
の
他
に

一

つ
い
て
話
し
合
っ
た
記
念
品

に
つ
い
て
は
、
学
校
側
の
希
早

を
開
い
て
決
定
し
た
い
と
い
う

こ
と
で
一
致
し
、
男
子
に
は
校

章
入
り
∴
不
〃
／
ケ
イ
ヒ
ン
、
女
子

こ
よ
ノ
l

了
一
十
と
決
定
し
た

l
〃
Y
．
－
′
l
ノ
▼
い

そ
の
他
で
は
、
周
奈
長
に
女

性
奈
員
を
選
出
す
る
目
に
つ
い

て
活
発
な
意
見
交
換
が
′
〓
わ
れ
、

盛
余
の
う
ち
に
終
′
1
し
た
l

校
数
資
料
館
㈱
建
設
漣
資
料

創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
建
設
さ
れ
る
校
史
資
料
館
（
仮
称
）
に
つ
い
て
、

そ
の
建
物
内
容
と
工
事
計
画
や
陳
列
さ
れ
る
校
史
資
料
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

校
史
資
料
鮒
は
、
付
校
校
地

内
の
通
称
う
く
し
弓
坂
を
控
。

＼
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切
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た
高
台
の
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側
に
、
－
r
㍉

上

丁

精
一
郎
先
生
の
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リ
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・
ソ
の
入
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記
念
碑
一
／
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周
h
H
に
碑
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建
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成
一
を
は
さ
な
、
研
修
会
館

（
再
周
勺
に
建
設
一
と
向
き
合

う
形
で
建
設
さ
れ
る
ノ
建
物
は

木
造
．
．
階
建
て
で
約
台
坪
、
一

階
一
一
二
圧
、
八
九
軒
、
一
明
八

九
、
．
一
五
軒
の
規
模
で
、
一
膳

に
歴
史
資
料
写
、
応
接
・
会
議

写
、
応
接
談
話
′
圭
一
事
務
写
一

が
あ
。
、
一
階
に
は
会
議
ノ
圭

資
料
圭
、
」
、
／
ヒ
ユ
ー
ク
▼
▲
う

が
設
け
ら
れ
る
　
木
造
で
山
小

屋
帆
、
母
校
の
伝
統
で
あ
る

「
質
実
剛
健
」
　
を
ィ
ノ
▼
▲
／
し

た
格
調
の
晶
い
建
物
が
で
き
る

予
定
で
あ
る
　
設
計
を
担
当
さ

れ
た
一
級
建
築
上
高
橋
曾
徳
氏

一
S
4
0
千
一
の
語
る
と
こ
ろ
に

よ
る
と
、
日
日
の
木
造
校
舎
に
ー

一
ノ
h
ユ

い
暖
か
み
の
あ
る
建
物
だ
そ
う

で
あ
る
し
　
ま
た
、
こ
の
建
物
に

使
用
す
る
木
材
に
は
、
昭
和
の

初
期
に
碑
林
し
、
そ
の
後
今
日

ま
で
f
別
部
落
奈
が
管
理
し
て

き
て
く
だ
さ
っ
た
学
校
林
の
木

を
充
て
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

伝
統
の
継
承
の
た
め
に
建
て
ら

れ
る
校
史
資
料
鮒
に
ふ
さ
わ
し

く
、
歴
史
の
重
み
を
感
じ
さ
せ

る
エ
ヒ
ソ
ー
ト
で
あ
る

建
設
工
事
着
工

士
几
丈
一
事
の
施
－
者
ま
、
火
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出
直
の
中
天
－
建
株
式
会
社
、

日
長
伊
藤
久
．
代
一
S
3
8
十
一

′
ヽ

で
、
　
月
一
八
日
の
柚
木
の
移

動
撤
去
に
始
美
。
、
－
L
日
に

は
縄
張
。
、
仮
設
一
事
が
開
始

さ
れ
た
t
　
現
在
は
、
状
礎
一
山
、

木
材
の
加
－
、
拾
用
水
設
備
一

事
「
が
順
調
に
進
め
ら
れ
て
い

ろ
　
こ
の
あ
と
、
星
礎
一
事
の

終
わ
る
今
月
の
卜
旬
に
付
建
て

を
し
、
本
格
的
な
木
一
事
に
は

い
ろ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
　
木

I
事
は
六
日
　
　
　
目
完
了
予

定
で
、
付
随
し
た
建
日
へ
一
事
、

ク
ノ
ー
ル
一
汗
、
電
気
設
備
－
二
鉦l

等
は
、
L
月
一
日
前
後
に
終
わ

る
詔
画
で
あ
る
　
す
へ
て
の
－
二

事
が
完
了
し
、
記
念
事
業
実
行

委
員
会
に
引
き
渡
さ
れ
る
の
は
、

L
月
末
の
′
、
「
定
で
あ
る
√
　
な
お
、

校
史
資
料
館
は
、
完
成
後
秋
川

県
へ
雷
付
採
納
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
で

募
金
に
こ
協
力
を

校
史
資
料
館
の
建
設
費
は
、

1
一
「
周
1
記
念
事
業
資
金
の

一
億
円
募
金
の
中
か
ら
支
出
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
。
、
総

′
「
算
裾
は
L
千
方
円
で
あ
る
‘

．
月
末
ま
て
に
事
務
局
へ
入
金

さ
れ
た
寄
付
金
は
約
六
千
六
？
H

で
、
目
標
鮎
の
約
六
割
に
し
か

達
し
て
い
な
い
　
こ
の
ま
ま
で

は
、
校
史
資
料
鮪
の
建
設
は
じ

め
、
秋
里
晶
朽
再
一
‘
I
一
年
史
の

刊
／
白
、
祝
質
奈
、
文
化
・
ぺ
ボ
ー

ノ
招
待
交
流
石
事
、
国
内
研
修

泥
中
ル
ー
在
校
生
対
象
一
Y
J
の
事

業
計
画
の
遂
ノ
白
に
市
大
な
支
障

を
き
た
す
こ
と
に
な
る
　
　
一

一
周
1
記
念
事
業
を
訂
画
と
お

。
盛
大
に
′
自
ら
た
め
に
、
出
校

愛
に
あ
ふ
れ
る
同
若
各
位
の
射

控
の
こ
協
力
を
お
願
い
し
た
い

第
二
次
締
め
切
。
を
　
月
末

日
に
設
定
し
て
い
る
が
、
ま
だ

納
入
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い

力
ま
、
で
き
る
だ
け
こ
の
期
問

・
．
．
′
．
．
U
t

再
に
終
え
て
い
た
だ
き
た
い

ノな
お
、
日
毎
金
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
当
該
牛
某
年
次
の

募
金
委
員
か
同
窓
奈
事
務
局

一

T

E

L

　

は

～

9

5

5

3

W

＿

　

ヽ

へ
お
願
い
し
た
い

校
史
資
料

校
史
資
料
鮪
が
完
成
す
る
と
、

現
在
付
校
の
係
職
員
が
欠
落
部

分
を
補
充
し
な
か
ら
懸
命
に
整

理
、
保
磐
し
て
い
る
写
真
・
∵

ル
ハ
ム
類
、
P
T
A
余
雄
一
た

か
だ
い
」
、
生
徒
会
誌
「
羽
城
」
、

「
秋
高
新
聞
」
、
社
会
部
誌

「
南
暁
」
、
書
画
類
な
ど
が
資

料
館
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

が
、
書
画
の
中
に
宣
重
な
興
味

深
い
掛
軸
が
数
点
あ
っ
た
の
で

紹
介
し
て
お
き
た
い
。

そ
の
一
点
は
、
母
校
の
創
立

直
後
の
明
治
時
代
の
初
期
に
、

前
後
二
回
に
わ
た
っ
て
母
校
の

校
長
を
務
め
ら
れ
た
頓
野
馬
彦

先
生
が
お
書
き
に
な
っ
た
、
L

言
絶
句
の
漢
詩
の
掛
軸
で
あ
る
。

枯
淡
の
味
わ
い
の
あ
る
す
ば
ら

し
い
書
で
あ
る
。

次
は
、
昭
和
時
代
の
初
頭
に

拳
行
さ
れ
た
母
校
創
立
五
十
周
．

勺
の
式
典
や
、
そ
の
資
金
募
集

な
と
に
関
し
て
、
母
校
の
第
▲

期
午
業
勺
一
M
1
3
年
一
の
お
三

力
が
母
校
宛
に
認
め
た
書
輪
の

掛
軸
一
一
．
幅
で
あ
る
U
一
幅
は
、

打
席
卒
業
で
盈
“
手
県
盛
岡
市

長
の
清
岡
等
氏
が
、
創
立
左
上

周
年
式
典
に
お
け
る
午
業
生
総

代
と
し
て
の
祝
詞
を
依
頼
さ
れ

た
こ
と
に
対
す
る
返
信
で
あ
る
い

次
は
、
東
京
の
秋
出
県
人
雑
誌

社
に
勤
務
す
る
農
学
上
小
西
文

之
進
氏
の
、
創
立
在
「
周
年
記

念
の
資
金
募
集
対
象
の
範
囲
拡

大
に
つ
い
て
の
江
見
具
申
の
書

翰
て
、
今
一
幅
は
、
明
治
三
十

九
年
一
月
か
ら
三
月
ま
で
母
校

の
教
授
嘱
託
を
さ
れ
、
母
校
の

徽
章
の
創
案
者
と
し
て
も
知
ら

れ
て
い
る
岡
忠
精
氏
の
、
五
十

周
年
関
連
で
秋
用
中
守
を
訪
問

し
た
後
の
礼
状
で
あ
る
　
い
ず

れ
も
明
治
の
教
養
人
ら
し
い
格

調
を
備
え
た
す
は
ら
し
い
等
で

あ
る
‘
是
」
－
実
物
を
こ
覧
に
な

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
い

な
お
、
今
後
史
に
資
料
館
を

充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
校
史
関

係
の
資
料
を
お
持
ち
の
力
で
、

資
料
鮪
へ
雷
贈
し
て
く
だ
さ
る

意
向
を
お
持
ち
の
力
は
、
是
胡

同
窓
会
事
務
局
へ
こ
一
報
願
い

た
い

天

上

天

下

▼
大
学
生
の
海
外
旅
行
は
珍
し

い
話
で
は
な
く
な
っ
た
。
そ
の

費
用
は
ア
ル
バ
イ
ト
の
収
入
で

と
い
う
の
が
大
部
分
で
、
ア
ル

ハ
イ
ト
先
に
は
マ
イ
カ
ー
で
来

る
の
が
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
だ
。

▼
A
B
S
ラ
シ
オ
の
番
組
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
大

学
時
代
に
は
と
ん
と
の
人
が
バ

イ
ト
を
し
た
こ
と
が
あ
る
と
答

え
て
い
る
。
勉
強
が
第
一
は
例

外
み
た
い
な
結
果
で
あ
っ
た
。

▼
と
の
よ
う
な
仕
事
を
し
た
こ

と
が
あ
る
か
と
い
う
と
、
家
庭

教
師
が
巌
も
多
い
が
、
年
代
に

よ
っ
て
か
な
。
異
な
っ
て
い
る

五
十
代
で
は
L
場
や
工
事
現
場

で
の
バ
イ
ト
な
ど
が
中
心
だ
が

二
十
代
と
な
る
と
塾
の
講
師
や

電
話
の
受
付
け
、
商
店
の
レ
ジ

係
な
ど
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

▼
、
バ
イ
ト
の
収
入
の
使
い
方
も

年
代
が
若
く
な
っ
て
く
る
は
と

生
活
費
と
の
答
え
は
減
っ
て
、

旅
行
や
飲
食
代
、
服
飾
費
な
と

遊
び
型
に
変
わ
っ
て
く
る
。
二

「
代
の
生
活
費
は
、
ほ
と
ん
ど

親
の
仕
送
り
で
ま
に
あ
っ
て
い

る
と
い
う
答
え
に
な
っ
て
い
る
。

▼
学
生
援
護
会
の
調
査
に
よ
る

と
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
生
の
バ

イ
ト
先
は
、
日
本
は
と
偏
り
が

な
い
が
、
学
校
、
病
院
、
研
究

所
、
文
化
体
育
・
福
祉
施
設
な

ど
非
営
利
同
体
が
一
一
「
パ
ー
セ

ン
ト
以
上
あ
。
、
そ
の
他
の
ハ

イ
ト
も
公
益
に
貢
献
す
る
社
会

活
動
に
か
か
わ
っ
て
い
る
も
の

が
多
い
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

▼
日
本
の
大
学
′
I
は
、
楽
し
く

や
れ
る
か
、
肉
体
的
に
き
つ
く

な
い
か
な
と
う
ク
さ
を
重
要
だ

と
し
て
お
。
、
自
分
の
興
味
関

心
に
あ
っ
て
い
る
か
、
他
人
に

誇
れ
る
仕
事
か
と
い
っ
た
点
を

重
要
と
し
て
い
る
人
は
少
な
い
り

▼
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
封
会
に

貢
献
す
る
と
か
、
自
分
自
身
を

高
め
る
と
か
い
う
価
値
観
は
、

残
念
な
が
ら
も
た
れ
て
い
な
い

の
が
現
実
の
よ
う
だ
り
　
し
か
し

ハ
イ
ト
を
し
た
こ
と
で
、
い
ろ

ん
な
人
と
知
り
合
え
た
こ
と
が

良
か
っ
た
と
の
答
え
が
救
い
に

な
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
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戦
後
の
時
代
を
振
り
返
っ
て

－
　
秋
田
は
私
の
故
郷
の
一
つ

昭
和
二
十
六
年
季

伊
藤

隆

こ
の
一
一
月
に
私
も
そ
の
∵
員

で
あ
る
昭
和
一
一
「
六
年
卒
業
生

一
規
秋
里
晶
校
校
長
の
室
田
氏

も
そ
の
一
人
で
あ
る
一
の
関
東

地
区
の
同
窓
会
が
銀
座
東
急
ホ

テ
ル
で
開
か
れ
、
こ
の
二
月
で

定
年
退
職
を
す
る
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
、
私
も
出
席
し
た
“

考
え
て
み
る
と
卒
業
以
来
川
上

一
一
年
、
若
々
し
か
っ
た
我
々
も

も
は
や
ほ
と
ん
ど
が
第
．
1
の
人

生
に
入
っ
た
か
、
入
る
と
い
う

時
期
を
迎
え
た
の
で
あ
る
く

私
た
ち
が
卒
業
し
た
昭
和
一

「
六
年
は
、
ま
だ
敗
戦
国
と
し

て
、
連
合
国
軍
の
占
領
ト
に
あ

。
、
食
糧
を
始
め
全
て
の
物
資

が
不
足
し
て
お
り
、
我
々
は
一

体
い
つ
に
な
っ
た
ら
き
ち
ん
と

し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
…

と
い
う
心
配
を
拭
い
去
る
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
、
そ
ん
な
時

代
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
在
、
六
年
後
我
々

が
大
学
を
卒
業
す
る
前
後
の
時

期
に
な
っ
て
「
も
は
や
戦
後
で

は
な
い
」
　
と
い
う
こ
と
が
言
わ

れ
た
。
そ
れ
で
も
生
活
が
そ
れ

ほ
ど
快
適
に
な
っ
た
な
ど
と
い

う
こ
と
は
な
か
っ
た
・

そ
ん
な
状
態
で
は
あ
っ
た
が
、

我
々
は
結
構
大
人
の
つ
も
。
で

あ
。
、
私
は
現
在
吏
京
外
国
語

大
学
教
授
を
し
て
い
る
奈
良
毅

氏
や
先
年
ま
で
東
洋
経
済
新
報

の
編
集
長
を
し
て
い
た
香
川
里

氏
や
現
在
秋
出
で
仕
事
を
さ
れ

て
い
る
在
日
井
尚
正
代
や
、
そ

の
他
「
数
人
の
仲
問
と
仕
余
日

研
究
奈
、
の
ち
仕
余
部
を
竹
り
、

随
分
色
々
な
こ
と
を
し
た
く
　
雑

誌
の
『
南
暁
』
も
出
し
た
し
、

当
初
は
『
秋
用
南
高
校
新
聞
帖

も
こ
の
グ
ル
ー
ソ
で
発
行
し
た

一
編
集
長
は
束
北
大
学
在
学
中

に
病
気
で
亡
く
な
ら
れ
た
藤
原

克
己
君
で
あ
っ
た
二
　
こ
の
新

聞
に
私
が
書
い
た
論
説
に
先
生

方
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
つ
い
て
随

分
、
、
コ
タ
、
ゴ
タ
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
く
　
ま
た
ぎ
部
落
の
調
査
も
し

た
し
、
先
生
が
生
徒
を
殴
る
こ

と
に
関
し
て
生
徒
の
世
論
調
査

を
し
て
職
員
寮
の
前
に
そ
の
結

果
を
張
。
出
し
て
、
こ
れ
ま
た

物
議
を
醸
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

こ
の
グ
ル
！
プ
の
こ
の
主
張
と

関
連
し
て
私
が
生
徒
会
の
会
長

選
挙
に
出
鳥
し
て
兄
事
落
選
し

た
の
も
愛
橋
で
あ
っ
た
′

そ
も
そ
も
私
は
秋
出
の
生
ま

れ
育
ち
で
は
な
か
っ
た
r
　
戦
時

中
の
疎
開
で
宮
城
県
に
居
た
が
、

父
が
戦
後
平
出
篤
胤
研
究
の
縁

で
東
京
か
ら
秋
里
晶
校
－
当
時

は
秋
出
中
学
一
旧
制
一
j
　
の
教

諭
に
な
っ
て
赴
任
し
た
の
で
、

私
も
転
入
試
験
を
受
け
て
秋
田

中
学
の
二
年
生
に
な
っ
た
の
で

あ
る
ノ
り
　
そ
れ
ま
で
宮
城
に
疎
開

し
て
い
て
、
東
北
弁
に
漸
く
馴

れ
て
い
た
の
で
、
秋
田
に
行
っ

て
も
そ
う
困
ら
な
い
だ
ろ
う
と

廿
く
考
え
て
い
た
。
実
際
は
ク

ラ
ス
に
入
っ
て
同
級
生
の
会
話

を
聞
き
取
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
な
る
ま
で
に
は
随
分
時
間

が
か
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
、

そ
れ
に
し
て
も
制
度
が
く
る

ノ
＼
る
と
変
わ
っ
た
時
代
で
あ
っ

t

・

1

　

　

　

．

．

　

－

．

－

た
　
1
－
守
一
勺
に
な
る
時
に
は

こ
れ
が
林
間
南
高
等
学
校
併
設

中
学
と
な
。
一
先
の
『
南
暁
』

の
「
南
上
も
こ
の
南
で
あ
る
一
、

記
憶
が
ほ
っ
き
。
し
な
い
が
、

そ
の
翌
年
に
は
入
学
試
験
な
し

C
、
秋
用
南
高
等
学
校
に
進
学

／

し
た
の
で
あ
る
　
そ
の
－
南

が
取
れ
た
の
は
数
年
し
て
か
ら

て
、
し
か
も
新
た
に
秋
用
南
高

－

′
一

笥
守
校
が
出
来
た
こ
と
か
ら
、

し
ょ
し
ぼ
秋
用
南
高
等
写
校

′
一

／

l

′

t

一
規
秋
里
‥
回
等
学
校
一
卒
業
と

書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
く

私
が
こ
う
書
い
て
く
る
と
近

年
の
†
業
牛
の
諸
氏
は
現
在
の

校
合
を
念
頭
に
浮
か
べ
る
で
あ

ろ
う
が
、
実
際
は
現
在
の
ど
こ

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
全
く

見
当
も
つ
か
な
い
旧
秋
用
聯
隊

の
兵
舎
を
、
今
考
え
た
ら
、
ハ
ラ
ソ

ク
の
よ
う
な
一
棟
の
新
築
の
建

物
で
繋
い
だ
校
舎
で
学
ん
で
い

た
の
で
あ
る
√
　
そ
の
前
に
は
私

は
知
ら
な
い
の
だ
が
立
派
な
校

舎
を
進
駐
軍
に
接
収
さ
れ
た
上

に
、
そ
れ
が
失
火
で
焼
失
し
、

私
が
編
入
し
た
時
に
は
市
内
の

小
学
校
を
午
後
借
。
て
授
業
が

行
わ
れ
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ

た
。兵

舎
跡
の
教
寮
は
「
南
京
虫
L

一
判
る
か
な
ノ
ー
が
授
業
中
に
大

井
か
ら
落
ち
て
き
た
。
、
薪
ス

ト
ー
ブ
の
薪
が
少
し
し
か
配
給

に
な
ら
ず
、
あ
ま
。
の
寒
さ
に

羽
目
板
や
場
合
に
よ
っ
て
は
机

を
壊
し
て
、
そ
れ
を
燃
や
し
て

何
と
か
暖
を
と
る
と
い
っ
た
状

況
で
あ
っ
た
。

そ
ん
な
中
で
も
、
若
か
っ
た

氏
（
東
京
大
学
教
授
）

の
で
あ
ろ
う
、
不
安
な
が
ら
未

来
に
希
望
を
失
わ
ず
、
勉
強
に

運
動
に
励
ん
だ
の
で
あ
っ
た
し

私
が
束
大
に
入
っ
た
年
に
は
浪

人
し
て
い
た
人
々
を
も
含
め
て

上
人
以
一
二
が
合
格
し
た
く
　
東
大

に
入
っ
た
ら
、
先
輩
に
は
政
治

学
者
出
目
雷
久
治
氏
や
今
よ
く

テ
レ
ヒ
に
登
場
す
る
国
連
の
明

石
康
氏
も
い
た
′
　
で
も
昭
和
一
一

「
六
年
は
ま
だ
食
糧
が
「
分
で

な
く
、
し
ば
し
ば
空
蝮
で
あ
っ

た
と
い
う
記
憶
が
あ
る

私
は
大
学
で
国
史
学
一
′
日
本

史
学
一
、
そ
の
中
で
も
日
本
近

代
史
を
専
攻
し
、
大
学
院
を
経

て
、
東
京
都
立
大
学
の
助
教
授

か
ら
東
大
の
助
教
授
、
そ
し
て

教
授
と
な
。
、
前
述
の
よ
う
に

こ
の
三
月
で
定
年
を
迎
え
る
の

で
あ
る
‘

日
本
近
代
史
を
研
究
し
よ
う

と
考
え
た
の
は
、
今
日
の
日
本

が
い
か
に
し
て
形
成
さ
れ
た
の

か
と
い
う
こ
と
に
強
い
興
味
が

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
り
　
そ
の

1
今
日
L
　
と
い
う
の
が
、
研
究

を
始
め
て
か
ら
現
在
ま
で
に
四

〇
年
近
く
動
い
て
き
て
い
る
r

主
と
し
て
昭
和
の
時
期
を
対
象

に
し
て
き
た
私
に
と
っ
て
、
自

分
自
身
が
生
き
て
き
た
時
代
が

研
究
の
対
象
に
次
々
と
繰
。
人
一
、
－
ノ

ま
れ
て
く
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
・
ノ
　
新
し
く
歴
史
研
究
の
対
象

と
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の

時
代
を
分
析
す
る
た
め
の
最
も

信
頼
で
き
る
テ
ー
▲
タ
が
手
に
入

る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で

も
あ
る
く
　
そ
し
て
そ
れ
は
研
究

者
自
身
の
仕
事
で
も
あ
る
・
公

的
な
文
書
と
と
も
に
、
歴
史
に

お
い
て
重
要
な
役
割
を
演
じ
た

人
々
の
個
人
史
料
の
発
舶
∵
∴
遺ヽ－ノ

族
か
ら
出
し
て
控
う
の
で
あ
る

！
に
も
私
は
か
な
。
の
し
ネ
ル

キ
1
を
注
い
で
来
た
が
、
そ
れ

は
そ
う
い
う
訳
で
あ
る
‥

公
的
な
機
関
が
所
蔵
し
て
い

る
・
丈
書
を
見
せ
て
も
ら
う
の
も

容
易
な
事
で
は
な
い
r
　
最
近
、
ン

一
十
リ
ズ
ム
で
も
騒
が
れ
た

∴
．
六
事
件
の
車
法
会
議
の

史
料
も
、
私
の
古
く
か
ら
の
友

時
間
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

幕
末
に
西
洋
諸
国
が
車
事
力

と
経
済
力
を
背
景
に
、
日
本
に

開
国
を
要
求
し
た
と
き
、
日
本

が
受
け
た
衝
撃
は
想
像
を
絶
す

・
る
も
の
で
あ
っ
た
ィ
　
そ
れ
へ
の

対
応
を
▲
歩
間
違
え
た
ら
、
他

の
「
、
ン
ア
諸
国
が
そ
う
で
あ
っ

同窓会総会において

講演する伊藤隆氏

人
と
、
そ
れ
ら
の
史
料
を
東
京

地
検
が
持
っ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
て
、
数
年
来
閲
覧
を
申
請

し
て
き
て
、
様
々
な
努
力
の
末

漸
く
最
近
に
な
っ
て
閲
覧
の
許

可
が
出
た
の
で
あ
る
U
史
料
自

体
は
膨
大
な
も
の
で
、
詳
し
ノ
＼

見
お
わ
る
の
に
は
、
か
な
。
の

た
よ
う
に
植
民
地
に
な
る
か
も

知
れ
な
い
l
　
そ
ん
な
中
で
様
々

な
摸
索
が
行
わ
れ
、
結
局
明
治

維
新
と
い
わ
れ
る
変
隼
を
通
じ

て
、
日
本
は
西
洋
化
一
近
代
化
一

す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
な
ん
と

か
生
き
延
び
よ
う
と
決
断
し
た

の
で
あ
る
　
そ
れ
か
ら
台
数
「

年
の
日
本
近
代
の
歩
み
は
、
多

く
の
試
行
錯
誤
の
積
重
ね
で
あ

。
、
多
く
の
犠
性
を
必
要
と
し

た
が
、
今
日
の
繁
栄
－
そ
れ
は

我
々
が
高
校
卒
業
の
時
点
で
は

到
底
想
像
す
ら
出
来
な
か
っ
た

状
況
で
あ
る
…
を
も
た
ら
し
た
。

こ
れ
は
一
部
の
人
々
の
努
力
の

結
果
で
は
な
く
、
日
本
人
全
体

の
努
力
の
結
果
で
あ
る
と
言
っ

て
艮
い
で
あ
ろ
う
「
　
そ
の
努
力

の
軌
跡
を
き
ち
ん
と
と
ら
え
る
、

こ
れ
が
日
本
近
代
史
研
究
の
仕

事
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
の

で
あ
る
′

私
の
父
は
秋
田
で
死
に
、
母

は
今
も
秋
田
に
生
活
し
、
▲
人

の
妹
は
秋
出
で
結
婚
し
た
∪
私

自
身
も
秋
出
に
多
く
の
友
人
を

持
ち
、
秋
田
出
身
の
政
治
家
町

出
忠
治
の
伝
記
編
纂
を
担
当
し

！
こ
れ
は
今
年
か
来
年
刊
行
さ

れ
る
㌧
現
在
進
石
中
の
『
秋

出
市
史
』
の
編
纂
に
係
わ
っ
て

い
る
　
秋
用
は
私
の
故
郷
の
一

つ
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
「

平
成
在
年
度
入
試
は
、
▲
目

上
六
、
上
し
日
の
両
日
の
大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
で
開
始
さ

れ
た
。
受
験
者
は
こ
れ
ま
で
の

過
去
最
高
と
言
わ
れ
た
昨
年
を

大
幅
に
上
ま
わ
る
約
四
八
方
人

一
昨
年
四
四
、
左
方
一
が
こ
れ

を
受
験
し
た
。

本
校
で
の
出
願
者
は
四
一
四

名
で
あ
っ
た
が
、
受
験
者
は
一
一

L
六
名
一
男
子
一
。
一
L
、
女
子

一
一
一
五
一
で
昨
年
よ
。
二
六
名

の
増
加
で
全
て
女
子
で
あ
っ
た

セ
ン
タ
1
試
験
の
結
果
に
つ

い
て
は
、
過
去
二
年
間
難
化
し

て
き
た
が
、
今
年
は
、
国
語
、

数
学
の
得
点
が
一
二
が
。
、
英
語

が
難
化
し
て
得
点
を
落
と
し
た

以
一
二
に
平
均
点
を
押
し
一
二
ヂ
C

／

．

V

．

一

在
教
科
六
科
目
（
八
〇
〇
点
満

点
一
の
平
均
点
で
二
〇
～
　
‥

点
の
上
汁
と
な
っ
た
‘

本
校
で
も
二
四
点
強
の
∵
ノ

ソ
で
あ
。
、
ま
た
L
O
O
点
以

上
の
高
得
点
者
は
昨
年
の
L
名

か
ら
「
L
名
と
な
っ
た
t

．
一
次
出
願
に
あ
た
っ
て
は
、

こ
の
セ
ン
タ
ー
試
験
の
得
点
を

礎
に
し
て
生
徒
が
．
一
次
試
験
の

学
力
な
ど
を
勘
案
し
、
さ
ら
に

は
自
ら
の
学
生
像
を
重
ね
合
せ

て
決
め
た
の
が
左
の
出
願
一
覧

表
一
抜
粋
一
で
あ
る
く

今
年
は
国
公
立
大
志
望
が
多

く
、
国
立
大
出
願
廷
数
六
八
L

一
昨
年
六
一
一
四
一
、
公
立
大
－
．

一
一
あ
一
∩
一
と
増
加
し
て
お
。
、

私
立
大
は
六
日
一
一
～
六
圧
一
∵

と
滅
少
し
て
い
ろ1

1

、

、

一

／

／

一

　

＼

、

、

ノ

　

ー

ー

全
国
的
に
も
圧
ノ
ー
l
、
I
／
α
＝

願
が
増
え
て
私
立
大
か
減
少
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
国
公

立
大
羊
へ
の
見
直
し
か
な
さ
れ

始
め
て
き
て
い
る
と
言
え
る

出
願
先
の
国
公
立
大
‥
㍉
ご
よ

／

　

－

一

．

U

－

北
海
道
、
束
北
地
区
で
北
大
が

昨
年
並
で
弘
前
大
、
束
北
大
、

秋
用
大
が
増
加
し
た
　
閃
吏
地

区
で
は
特
に
難
関
大
と
言
わ
れ

て
い
る
所
で
の
出
願
が
多
く
、

東
大
、
筑
波
大
、
千
葉
大
、
埼

L
大
、
東
京
外
語
大
が
苦
し
い

中
で
も
東
大
は
、
丈
－
に
」
名
、

∫
I
を
　
名
、
全
羊
部
で
上
し

里
‖
1
1
こ
．

名
が
挑
戦
す
る
が
、
そ
の
活
躍

に
期
待
し
た
い
・
甲
信
越
地
区

．

．

1

－

1

一

1

－

ヽ

　

一

で
は
新
潟
大
で
大
き
ノ
＼
＝
願
者

．
1

が
増
加
し
て
い
る
く

中
京
地
区
で
は
告
「
減
少
し

閃
西
地
区
で
は
京
都
大
が
減
少

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
吏
大
に

多
く
集
ま
っ
た
結
果
で
あ
る

、
一
　
　
　
　
　
「
・
慶
・

存
立
大
羊
で
は
、
目

上
秤
の
最
難
関
校
で
減
少
し
、

そ
の
次
の
ラ
ン
ク
の
大
学
で
の

増
加
が
日
立
？
　
最
近
の
私
立

大
の
苦
し
い
難
化
に
対
し
て
生

徒
が
現
実
的
に
選
択
し
は
じ
め

た
結
果
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
‘

受
験
人
目
が
減
少
期
に
入
っ

た
と
い
っ
て
も
、
本
校
生
徒
の

志
望
す
る
大
学
入
試
の
難
か
し

さ
に
大
き
な
変
化
は
な
い

．
力
で
は
、
大
字
進
学
に
対

す
る
杵
余
の
期
待
は
一
層
高
ノ
＼

－

な
っ
て
き
て
い
る
の
が
現
状
で

あ
る本

校
で
も
こ
お
ら
の
状
況
に

応
え
る
へ
ノ
＼
、
生
徒
の
進
路
意

識
の
高
揚
あ
る
い
は
学
力
向
一
二

対
策
に
つ
い
て
、
学
校
教
育
の

あ
ら
ゆ
る
場
で
こ
れ
を
実
現
し

よ
う
と
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る

教
育
も
含
め
て
大
き
な
社
会

の
変
年
期
に
あ
る
と
思
わ
れ
る

一
「
世
紀
最
後
の
こ
の
時
期
を
、

同
窓
の
皆
様
方
の
叡
知
を
借
。

て
乗
。
越
え
て
ゆ
か
な
け
れ
ば

と
思
う
次
第
で
あ
る
「

～
進
路
指
導
部
主
仕

伊
勢
日
出
男
一

大学別志願番数
（調査書発行廷数、）

人　　　　数

票5
25　　　38

27　　　24

‾‾‾‾l‾‾丁‾‾‾‾‾‾‾－‾‾‾l‾‾‾‾

71i　85

▼丁十‾l▼l、▼‾‾‾‾‾‾、

5　　　24

5　　　　2

、日成5
学　　名

海　　道　　21

前　　35

人

北
立
告　　　　　「118

東　　　　　北　　91

教　　　育　102
秋

医　　　　31

回！鉱　　山　81

山　　　　　形　　20

筑　　　　　波　　21

千　　　　　葉　18

東　　　　　京　17

東　京　外　語　　7

23

4

生
2

東　京　学　芸　19

東　京　l二　業　1

お茶の水女つ’・　5　　　5　　　0

橋　　4　　　5

横　浜　国　立　16　　14

新　　　　　潟161　　47

雲－i一票三干亨］二吾
：j

4

21

32

5

37

7

京　　　　　都　　5

束　京　都　立　　2

13

21

㌧
L

ル

h

ノ

．　－

′
′㍉

∫

教義し
ハ
い

l

l

〃

吉
一
度

上　　　　　梓　　4

中　　　　　央　　43

東　京　理　科　　21

明　　　　　治　　51　　41　　41

26　　　20

67　　　51

2　　　　3

23　　　14

1．＿

＼／

早

同

立　　命　　鮪　19

ご婚礼・ご宴会・ご宿泊

㈱アキタニューグランドホテル

）
　
　
　
　
）
　
　
　
　
）
　
　
　
　
）

牛
　
車
・
女
十
・
卒
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1
2
　
3
5
　
4
3

S

 

S

 

S

 

S

（
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（
　
　
　
　
（

次
次
雄
雄

武
博
民
信

部
藤
藤
藤

阿
伊
伊
伊

秋川市中通5－2－1

TELO188（34）5211

玉井虎
代表取締役

郵波三郎右衛門
（S12卒）

ヽ

秋田市大町3－2－8

TE L O188－24－5341

海道　祐一
（S32卒）

〒010－03

南秋田郡若美町払戸字渡部93－2

TEL O185－46－3407

題歩転炉過多

仕出しの閻巳詔問

金子　昭二
（S32卒）

秋田市手形西谷地（駅東口）

TEL　33－6461㈹

栗山医院

栗山　源祐
（S32卒）

盛岡市津志間19－23

TE L O196－38－2556

郷土料理萩

揮口　和樹
（S32卒）

（在校時柔道部）

東京都港区南青山卜1－1

新青山ビル東館BI
TEL O3－3423－1567
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▼よだ会窓同高秋

昭
和
二
十
六
年

同
　
期
会

－
1
月
、
松
の
内
も
過
ぎ
た
一

月
「
六
日
　
（
1
一
、
毎
勺
開
催

の
同
期
会
総
会
を
八
一
1
余
名
の

出
席
の
も
と
、
ア
キ
ヶ
・
二
′

ク
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
に
て
開
催
し

た
。一

l
n
勺
意
義
あ
る
午
業
四
一

周
年
記
念
の
会
を
経
て
早
ノ
＼
も

二
回
日
の
同
期
会
を
迎
へ
た
が
、

本
句
も
、
全
国
各
地
か
ら
の
奈

員
の
参
加
で
例
勺
の
と
お
。
出

席
者
は
多
く
大
い
に
盛
り
あ
が
っ

た
総
会
と
な
っ
た

最
初
に
小
泉
在
雄
会
長
の
挨

拶
の
後
、
物
故
者
一
一
．
名
一
の

霊
に
黙
商
を
捧
げ
、
次
に
大
出

理
事
の
進
行
に
よ
。
議
事
に
入

。
、
平
成
四
年
度
の
決
算
の
円
、

年
次
別
負
担
金
並
び
に
事
務
費

の
納
入
状
況
の
報
告
が
あ
。
、

い
ず
れ
も
全
員
の
承
認
を
戴
い

た
「引

き
続
き
▲
二
〇
周
勺
記
念

事
業
の
募
金
状
況
と
今
後
の
す

「

1

～

～

」

一

　

　

　

　

　

　

　

一

△
崩

lしど
－昌

↓
〃
∵
刀
子
に
つ
い
て
説
明
を
ノ
白

ヽ

ノ

、

－

一

な
い
、
今
後
と
も
会
員
の
碁
金

へ
の
協
力
か
た
を
要
請
す
る
こ

と
を
佃
認
す
る
と
と
も
に
、
校

史
資
料
酷
の
建
設
状
況
の
報
告

を
し
総
会
を
終
了
し
た

懇
親
奈
に
は
、
来
賓
と
し
て

塩
出
細
次
同
窓
会
長
、
圭
用
校

長
先
′
I
、
及
ひ
恩
師
の
寺
用
先

′
、
桜
谷
先
′
I
、
加
藤
先
′
牛
並

ひ
に
伊
藤
同
窓
会
事
務
局
長
の

こ
出
栂
を
戴
き
塩
旧
会
長
よ
。

記
念
事
業
の
募
金
に
関
す
る
お

証
を
中
心
と
し
た
こ
挨
拶
、
ま

た
各
恩
師
先
生
か
ら
も
心
温
ま

る
励
ま
し
の
お
‥
葉
を
戴
き
、

今
後
に
お
け
る
人
′
I
の
歩
み
に

貴
重
な
こ
助
日
を
受
け
た
と
こ

ろ
で
し
た

特
に
加
藤
仁
美
先
生
か
ら
は
、

還
暦
を
迎
へ
た
会
員
に
「
わ
が

人
勺
は
還
暦
か
ら
が
楽
し
み
だ
」

の
祝
寿
歌
を
、
お
若
い
声
で
こ

披
露
戴
き
、
感
激
ひ
と
し
を
な

も
の
が
あ
っ
た
り

記
念
写
真
の
撮
影
の
あ
と
、

仙
台
地
区
代
表
、

池
内
広
重
月

に
よ
る
乾
杯
の
膏
目
頭
で
開
宜
の

は
こ
び
と
な
。
、
恩
柚
を
囲
ん

で
美
酒
を
飲
み
か
わ
し
な
が
ら
、

数
々
の
日
日
の
想
い
出
話
や
情
報

ホ　　ナ

ナ
－

十
二
　
；■　
。
　
書
漢
賀
】

里
∴
以

■
－
．
㌧

障
障
魁
闊
㌃
ヤ
定

日
闘

弧
用
闊－

る田
H
】

滞野裾祈誉誉

緋㌍芸　水野晶挽2拍幸司網会

甑
闊
胴
劃

芋
．
㍉
　
∴
　
1
．

す

鰭
軒

滞
留
軒
．
噛
け

∵＋∵
療

円
H
u

外

務

げ

　

　

　

　

　

　

簡

国

語

繁

簡
弊
二
儲 闇

一
固
。
口論〃四
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ー
父
換
に
叫
の
た
つ
の
も
忘
れ
欲

火
火
こ
ゝ
ト
し
丁

”
を
　
／
（
っ
た

終
。
に
の
ぞ
ん
で
出
帰
者
全

員
で
声
‥
早
ら
か
に
懐
し
い
校
歌

1
人
1
「
准
か
に
上
　
を
斉
唱
し
、

来
1
一
月
に
再
奈
す
る
こ
と
を

約
し
な
か
ら
散
余
し
た

視

　

力

　

欽‖〓

わ
が
人
生
は
、
還
暦
か
ら
が

楽
し
み
だ

古
来
稀
だ
と
喜
ん
で
傘
さ
し

て
米
背
負
い

午
業
す
る
の
は
末
だ
末
だ
と
、

共
白
髪
ま
で
′
I
き
抜
ノ
＼
ぞ

そ
も
そ
も
人
′
十
二
八
ソ
ロ
ゥ
は
、

浮
き
つ
沈
み
つ
繰
。
返
し

互
い
に
r
を
取
。
合
い
助
け

，・・・1－
」

I

　

、

／
－
し

ア
ラ
某
し
い
な
楽
し
い
な

′

テ

ケ

テ

ケ

ノ

ソ

　

′

、

ノ

　

ト

ン

ト
　
ン

テ

ケ

ス

ノ

　

ト

ン

ト

　

／
一
幹
事
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正

∵
÷
誉
光
轟
音
㍍

田
灯
艶

．

∴

‥

．

3
5
会
新
年
会

盛
大
に
挙
行

例
勺
一
月
中
旬
に
料
亭
志
田

屋
で
行
っ
て
い
た
新
年
会
を
、

今
h
H
は
県
外
在
住
者
の
便
を
考

え
て
、
趣
向
も
変
え
、
正
月
二

日
に
．
月
ア
ー
バ
ン
ホ
テ
ル
秋

用
で
行
っ
た
′

参
加
者
は
3
9
名
で
、
女
竹
の

参
加
は
無
か
っ
た
が
、
来
賓
の

同
窓
会
事
務
局
長
伊
藤
守
一
「
＼l

の
こ
出
帰
を
得
て
体
裁
を
保
っ

も

　

　

　

　

　

た

因
四

隅
■
田
田

・
・
・
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確
川

田
H
H
H
U
罪

門
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日
日

悶
凶
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田
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各

円
u

私
闘
関
田

．
肥
■
因
日

随
閉
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強
S
S
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寮
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四

四四四田

圃
囚

救
国

嗣
椚
旧
劇
馳

訝
紆
藩
孝
音
譜
普

㌍
証
嶽
某
誼

事
故

・‥胤

転

四
国

田
ロ
　
ロ

も
田
圃
Ⅳ
Ⅷ

疎

　

㌣

t
．

°

1

．

′

ハ

輔

酎醒顎撃堅撃堅頭訝
璧凝準㌘溢巨＝il三l　　　一

端8禅はカキ　埴禦畠漂野塩票聖　　　戦㍑触誓：僻寺サ漕

昨
年
暮
近
く

に
事
故
死
で
急

逝
し
た
小
名
武

君
に
黙
と
う
を

さ
さ
げ
た
。

一
一
月
が
明
け

た
ば
か
。
に
、

吏
京
の
耶
波
壮

＼
l
′
い
一
一
ヽ
ノ
ト
一
寸

▲
ハ
白
い
′
1
ハ
レ
ー
一
．

l
i
l
T
：

l

が
入
。
、
好
雄

一
人
が
あ
い
つ

い
で
他
界
し
た

こ
と
は
、
深
い

＝
じ
し
み
を
感
じ

rる
と
共
に
、
我

ら
人
′I
曲
。
角

の
5
0
才
‖
1
0
勺

遅
れ
の
厄
1
を

感
じ
る
。

志
田
、
石
川
両
幹
事
の
会
務

報
告
に
続
き
、
伊
藤
氏
の
百
二

十
周
年
事
業
の
経
過
報
告
を
兼

ね
た
こ
挨
拶
で
乾
杯
の
後
、
懇

親
の
宴
に
入
っ
た
。

本
山
募
金
委
＝
E
l
i
、
高
橋
一
精
一

名
簿
委
員
か
ら
は
、
募
金
状
況

の
説
明
が
あ
り
、
数
で
は
同
窓

会
一
の
達
成
率
だ
が
、
目
標
裾

に
今
一
歩
な
の
で
、
引
続
き
声

を
掛
け
あ
っ
て
欲
し
い
旨
の
お

願
い
が
あ
っ
た
く

楽
し
い
交
歓
会
の
問
に
は
、

久
し
ぶ
。
の
県
外
か
ら
の
参
加

者
の
ス
ヒ
一
十
で
大
い
に
盛
。

一
二
つ
た
く

平
野
月
規
P
T
A
奈
長
の
締

め
の
音
頭
の
後
、
全
員
で
記
念

撮
影
を
し
て
、
約
四
時
間
の
奈

を
閉
じ
た
く

．
次
会
は
川
反
エ
ー
ワ
ン
に

場
所
を
移
し
て
行
わ
れ
た
が
、

半
数
の
釦
名
近
く
参
加
∵
近
付

く
五
城
目
呵
長
選
、
来
1
の
市

長
選
と
候
補
者
を
抱
え
て
い
る

我
が
学
年
は
、
多
上
才
々
で
誇

。
に
思
う
こ
と
は
勿
論
だ
が
、

思
想
、
政
治
と
い
う
面
で
、
い

つ
も
乍
ら
幹
事
泣
か
せ
の
難
問

で
も
あ
る
r

同
窓
の
友
情
で
も
っ
て
、
今

ま
で
も
や
っ
て
き
た
し
、
今
後

も
仲
良
く
や
っ
て
行
き
た
い

（
石
川
清
治
記
一

l
八
十
瑚
G
会
一

昭
和
二
十
九
年
卒
。
示
G
机

の
ク
ラ
ス
会
を
、
平
成
四
年
「

一
月
．
一
「
八
日
夜
、
秋
出
直
の

禰
高
会
館
で
、
恩
紬
の
菅
原
繁

雄
先
生
を
お
迎
え
し
て
開
催
し

た
　
両
年
＋
平
成
　
勺
－
．
月
一
、

‥
竹
原
先
生
の
古
希
記
念
文
集
出

版
記
念
お
よ
ひ
勲
四
等
瑞
守
章

叙
勲
祝
質
の
大
ク
ラ
ス
会
を
催

し
た
あ
と
だ
け
に
、
今
回
は
県

内
を
中
心
に
ー
一
名
の
出
帰
で

あ
っ
た
r

記
念
撮
影
を
済
ま
せ
た
あ
と
、

桜
出
目
氏
の
乾
杯
音
頭
で
開
婁
く

先
′
I
の
∵
メ
リ
カ
滞
在
報
告
を

は
じ
め
、
出
席
各
位
の
近
況
報

告
、
さ
ら
に
数
年
後
の
還
暦
に

つ
い
て
等
々
、
か
つ
て
ク
ニ
ノ
ス

対
抗
総
合
優
勝
を
果
し
た
一
騎

当
千
l
の
つ
わ
も
の
と
も
は
、
凸り′▼－

を
酌
み
・
父
わ
す
に
つ
れ
て
盛
。

あ
が
。
、
盛
会
と
な
っ
た
‘

や
が
て
、
先
′
I
の
詩
吟
一
陽

閻
二
…
十
、
そ
し
て
校
歌
・
校

友
歌
の
斉
昭

1
後
九
叫
過
ぎ
、
再
会
を
期

し
て
散
会
し
た

な
お
、
村
里
晶
明
代
か
ら
吉

l
I
－
1
1
－

贈
さ
れ
た
同
氏
の
新
宮
「
史
1

期
障
雷
の
正
し
い
知
識
L
を
出

棺
者
全
員
に
配
付
し
た

当
日
の
出
船
者
は
、
秋
山
優
、

出
．
夫
、
大
山
久
夫
、
熊
石
席
、

児
一
二
和
夫
、
桜
出
目
、
新
出
金

市
、
鈴
木
肇
、
園
部
賀
、
－
り
奇
－
〓
＼
山
‖

手
．
、
藤
沢
浩
、
西
村
公
男

一
西
村
記
一

口

奉
げ

射
鮒

週
間
仙
椚

闇
間
脳

開
聞
山

間
岨

磯
風
、

”
療

田

－n

磯
田図

g

瀞

田
園
閻
日
田

R
H
日
日

三歳臨　患国

別
年
率

第
一
回
同
期
会

一

　

　

　

　

　

ノ

　

ヽ

平
成
在
年
一
月
．
〓
一
一
一

午
後
．
．
一
時
よ
。
秋
出
キ
ー
ノ
ベ

ル
ホ
テ
ル
で
、
午
業
以
来
初
め

て
の
5
1
鉦
∴
T
同
期
会
が
、
出
舶

者
百
二
「
名
を
超
え
る
中
で
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
り

母
校
の
再
一
．
「
周
り
を
祝
う

の
に
合
わ
せ
て
、
同
期
会
活
動

を
活
発
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と

で
、
秋
田
市
内
の
2
0
名
程
の
有

志
の
呼
び
か
け
で
始
ま
。
、
一

句
近
く
の
準
備
期
問
を
経
て
、

よ
う
や
く
実
現
し
た
も
の
で
、

旧
担
任
の
先
生
も
、
芳
賀
啓
雄
、

中
山
1
日
雷
、
船
木
降
良
、
小
松

恒
信
、
小
野
L
r
清
の
5
氏
一
旧

ク
ラ
ス
順
一
が
参
加
さ
れ
た

幹
事
の
斉
藤
光
弘
氏
の
司
会

進
／
白
で
始
ま
。
、
来
賓
の
同
窓

会
副
会
長
、
小
一
得
太
郎
氏
か

ら
、
我
々
若
年
次
に
は
馴
染
友

の
薄
い
同
窓
会
活
動
に
つ
い
て
、

事
務
局
の
神
鴇
避
氏
か
ら
各
支

部
や
募
金
に
つ
い
て
謡
を
伺
い
、

一
同
、
同
窓
生
と
し
て
の
意
識

を
新
た
に
し
た
次
第

つ
い
で
、
議
事
に
は
い
。
、

年
次
代
表
を
、
猿
出
在
知
夫
、

入
門
者
、
伊
藤
成
身
、
大
高
俊

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

　

　

　

ヽ

　

　

ヽ

適
合
三
叉
路
会

定
例
総
会

追
分
。
．
叉
路
会
の
本
年
度
総

会
が
、
平
成
四
年
「
月
一
一
一
在

日
、
J
A
追
分
パ
」
活
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
3
1
名
の
出
席
を
得
て

開
催
さ
れ
た
。

総
会
の
冒
頭
、

物
故
会
員
に
黙

半
、
勺
妹
正
幸

l

l

／

の
五
代
と
L
、

′
子
1
の
代
表
と

し
て
奈
長
猿
出

在
知
夫
代
を
決

！
＼
　
一
一
・
・
一

定
し
た
l
　
掠
日

代
は
、
発
起
人

代
表
も
兼
ね
て

；
、
今
後
、

・釆り什
ノ
相
同
刑
余

を
開
催
し
た
い
、

同
窓
奈
奈
組
を

同
期
′
I
に
発
送

す
る
、
笥
抱
負

を
述
へ
ら
れ
た

私
た
ら
が
局

l

’

，

校
に
人
′
子
し
た

ー
ま
、
河
題
！
「
」

′

－

　

／

l

　

　

　

　

／

・

・

1

－

　

、

　

－

1

周
h
H
で
あ
っ
た
r

甲
子
園
出
場
は

ー

ー

′

強
旬
左
印
象
と

し
て
桟
）
て
い

る
　
そ
れ
D
来

会
㍑
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年
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］
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田

は

沖

日
田
馴
H
U
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芸
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野
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転
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前
ま

E

÷
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田
【
．
］

四
日
凶勤口

衝

も　ぶ

～ヽ、

捏甥鴨や田日田田
撃撃墾碗越憩

冒モー・一二：ヨ恭J一

■
回
■
■

一
九
年
経
過
し
、
一
度
も
顔
を

合
わ
せ
た
こ
と
の
な
い
旧
友
も

多
ノ
＼
、
話
は
つ
き
な
い
　
ま
た
、

秋
用
で
頑
張
っ
て
い
る
者
同
志

の
交
流
も
深
ま
っ
た
様
で
あ
る

会
い
、
母
校
に
奉
職
中
の
渡

l

′

l

辺
義
人
氏
よ
り
′
ス
ラ
f
ト
を
・
父

え
て
、
新
校
舎
の
紹
介
や
進
学

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

と
し
て
一
月
末
に
1
新
大
′
牛
歓

迎
会
　
を
開
催
し
た
が
、
新
人

ハ
1
7
名
、
父
付
3
名
の
出
船
を

〓
f
、
ま
た
再
校
と
秋
出
北
中
の

′
′
イ
・
・
－先

′
I
に
激
励
と
′
守
校
事
情
の
説

明
を
し
て
も
ら
い
、
人
′
守
前
の

′
生
徒
達
に
と
っ
て
有
点
義
な
奈

で
あ
っ
た
と
の
報
告
が
あ
。
、

南
を
捧
げ
、
4

野
文
姓
会
長
の

1
よ
。
多
く
の

会
員
に
会
の
趣

旨
を
侵
透
さ
せ
、

新
規
事
業
も
訂

画
し
会
の
発
展

を
図
っ
て
い
き

た
い
　
旨
の
挨

拶
の
後
、
議
事

に
は
い
っ
た
l

経
過
報
告
の

な
か
で
、
今
h
H

初
め
て
の
事
業

相

関
強

田
園

固
媚
臨
。
配

g
■
書
回

車桓叛軋かご軋粗食総会

⑳ノ
協

同
u

g
S
椅

日
成
固
図
り

■
■
■
■
【

固
開
け
は

g
獲
題

胴
閥
団／

酎
胞
闊

罰
骨

相
Ⅳ
■
■
■
円

田
　
。
　
椅

一

　

日

やY

嗣□

国

魚
韻

回
田
■

闊
閲
は

閣
凶

＋
イ

サ
ケ
ナ
対

臆
’
副

¶
i
＿
一
発
－
葛
1
；
」

ス
ポ
ー
ノ
等
の
近
況
の
紹
介
が

さ
れ
、
母
校
の
変
貌
ぶ
。
に
H

を
見
張
っ
た
。

最
後
に
放
光
の
問
を
く
る
。

と
囲
む
輪
を
竹
。
、
肩
を
酌
み
、

「
九
年
ぶ
り
に
校
歌
を
大
合
唱

し
、
二
年
後
の
再
会
を
約
し
て

散
会
し
た
　
　
一
幹
事
記
）

ヽ

　

　

　

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

次
年
度
以
降
も
事
業
計
画
に
縮

み
入
れ
て
い
く
こ
と
が
承
認
さ

れ
た
。懇

親
会
に
は
、
同
窓
会
か
ら

山
谷
浩
一
幹
事
と
伊
藤
守
▲
事

務
局
長
に
こ
出
席
い
た
だ
き
、

母
校
の
現
況
や
百
一
一
「
周
年
記

念
事
業
の
進
白
状
況
等
に
つ
い

て
の
詔
細
な
こ
説
明
を
い
た
だ

い
たま

た
、
当
日
同
地
区
内
で
開

か
れ
た
後
援
会
に
出
帰
さ
れ
た

石
川
錬
治
郎
秋
用
市
長
が
、
一

文
路
奈
の
開
催
を
知
。
、
会
の

途
中
か
ら
飛
び
人
。
で
出
帰
し

て
く
だ
さ
っ
た
（
　
思
い
が
け
な

い
出
来
事
だ
っ
た
が
、
母
校
に

在
学
し
た
　
／
t
問
同
地
区
か
ら

一

通
学
し
た
の
で
余
へ
の
参
加
資

格
が
あ
る
と
懐
し
そ
う
に
証
さ

れ
、
大
い
に
枠
を
盛
。
上
げ
て

く
だ
さ
っ
た
。
心
か
ら
感
謝
申

し
一
二
げ
る
次
第
で
あ
る
り

一
斎
藤
常
維
記
〕
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く◎ト　　建築構造コンサルタントかもめ商事株式会社

代表取締役

船木　　茂
（S32卒）

〒010－05

男鹿市船川港増川字小泊75
TEL O185－23－2590

山脇　　健
（S32卒）

〒010

秋田市中通3－3－16
TE L O188－35－7500

日新プロパン株式会社
代表取締役

川口　　護
（S52卒）

〒010－16
秋田右折尾大川田j5番9ぢ

TELO188－28－4514（代表）

建築・設計・施工

警芸山崎工務店

山崎　義裕
（S52卒）

秋川市将草野青山町10－14

TELO188－45－5000（代表）
FAX O188－45－6769
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一
在
校
生
に
講
演
会
開
催

講
師
に
村
岡
茂
生
氏

昨
年
の
「
▲
月
四
日
（
水
一

に
、
か
つ
て
本
校
の
校
長
を
務

め
ら
れ
た
村
岡
一
郎
先
生
の
ご

子
息
で
、
東
大
法
学
部
卒
業
後
、

通
商
産
業
省
で
通
商
政
策
局
長
、

通
商
産
業
審
議
官
を
歴
任
し
た

村
岡
茂
生
氏
が
、
「
日
米
関
係

と
貿
易
摩
擦
」
と
越
し
て
、
約

▲
時
間
半
に
わ
た
っ
て
在
校
生

に
講
演
さ
れ
た
。
現
在
は
富
仁

通
㈱
常
務
取
締
役
の
要
職
に
あ

る
。生

い
立
ち
（
藤
里
町
牛
一
、

校
長
と
し
て
の
父
親
の
評
判
を

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
話
さ
れ

た
後
、
時
あ
た
か
も
ア
メ
リ
カ

大
統
領
選
挙
の
投
票
日
で
、
時

宜
を
得
た
話
題
に
及
ん
だ
り

日
米
関
係
に
と
っ
て
、
民
主

党
の
ク
リ
ン
ト
ン
氏
が
大
統
領

に
な
っ
た
場
合
、
政
策
綱
領
で

も
、
経
済
政
策
の
面
で
も
従
来

と
は
大
き
く
違
っ
た
ア
メ
リ
カ

が
出
て
く
る
。
現
在
ア
メ
リ
カ

に
と
っ
て
、
最
大
の
関
心
事
は

国
内
経
済
を
立
て
直
す
こ
と
で

あ
。
、
ス
ー
パ
ー
二
〇
一
条
項

を
復
活
さ
せ
て
、
日
本
の
市
場

の
開
放
を
強
力
に
追
っ
て
く
る

だ
ろ
う
と
予
測
し
た
り
　
さ
ト
に

日
米
関
係
は
、
カ
ル
タ
、
、
」
と
ロ
ー

マ
の
喩
え
に
比
せ
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
説
い
て
、
在
校
生

に
深
い
感
銘
を
与
え
た
講
演
会

と
な
っ
た
。

本
校
は
一
昨
年
は
、
東
大
教

授
の
佐
々
木
毅
氏
一
昭
3
6
牛
〕
、

平
成
．
一
年
は
作
家
の
西
木
正
明

氏
一
昭
3
4
卒
一
に
そ
れ
ぞ
れ
講

演
を
願
い
、
在
校
生
に
卒
業
生

と
し
て
の
思
い
出
や
、
時
局
の

最
も
話
題
と
な
っ
て
い
る
問
題

な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
説
い
て

好
評
を
博
し
て
き
た
が
、
時
に

は
講
演
者
を
た
じ
た
じ
さ
せ
る

質
問
も
あ
っ
た
。
学
校
で
は
今

後
と
も
こ
の
よ
う
な
講
演
会
を

継
続
す
る
方
針
で
あ
る
㌧

最
優
秀
賞
の
栄
誉
に
浴
し
て

－
　
全
国
高
等
学
校
放
送
コ
ン
ク
ー
ル
　
一

二
年
　
斎
　
藤
　
彩
　
子

月
一
一
「
四
日
、
東
京
で
行

わ
れ
た
全
国
高
等
学
校
放
送
コ

ン
ク
！
ル
t
、
私
は
朗
読
部
門
で
、

受
注
対
象
作
、
ヤ
ン
ソ
ン
竹

1
た
の
し
い
ム
ー
ミ
ン
．
家
」

で
、
最
優
秀
賞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
く
　
旧
∵
リ
度
の
」
ン
ク
ー
t
ル

で
は
校
内
選
抜
に
減
れ
、
県
予

選
に
す
ら
出
場
で
き
な
か
っ
た

の
に
、
信
じ
ら
れ
な
い
ノ
＼
r
 
L

、
ノ
　
　
ヽ
－

で
す
。私

は
放
送
委
員
余
に
人
つ
Cす

か
ら
′
、
ず
っ
と
朗
読
を
続
け
て

き
ま
し
た
が
、
嫌
だ
と
思
っ
た

こ
と
は
一
度
も
あ
。
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
、
楽
し
い
と
思
っ
て
き

ま
し
た
‥
放
課
後
の
発
声
や
発

音
練
習
も
、
私
に
と
っ
て
好
き

な
こ
と
の
ひ
と
つ
で
す
。
好
き

だ
か
ら
続
け
て
き
ま
し
た
‖
　
そ

れ
が
今
回
の
よ
う
な
結
果
に
つ

な
が
っ
た
の
で
し
ょ
う

好
き
な
こ
と
を
や
っ
て
最
優

秀
賞
を
い
た
だ
い
た
こ
と
も
幸

せ
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に

助
け
て
い
た
だ
け
た
こ
と
も
幸

せ
で
す
り
秋
用
放
送
の
皆
さ
／
在
、

小
林
洋
先
生
、
平
瀬
秀
夫
先
生

に
は
大
変
お
世
話
に
な
。
ま
し

た
り
　
ま
た
、
家
族
や
友
達
に
も

ず
い
ぶ
ん
と
励
ま
さ
れ
ま
し
た
‘

今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
友
達
に

な
っ
た
他
校
の
人
た
ち
の
存
／
I

も
、
と
て
も
大
き
か
っ
た
で
す

沢
山
の
人
達
の
助
け
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
素
晴

ら
し
い
宜
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今

後
も
一
つ
一
つ
を
大
事
に
し
て

努
力
し
て
ゆ
き
ま
す
。
皆
さ

ん
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

へ
付
記
′
）

同
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
同
じ
く

一
一
年
の
症
司
理
恵
子
さ
ん
が
、

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
で
奨
励
賞
を

受
賞
し
た
こ
と
を
ご
紹
介
し
て

お
き
ま
す
り

◆
新
聞
委
員
会

最
近
の
新
聞
委
員
会
の
活
動

状
況
を
、
多
少
の
私
情
を
交
え

な
が
ら
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
し

ま
ず
、
新
聞
作
成
の
点
で
は

「
充
電
期
間
」
作
成
活
動
↓
充

電
期
間
」
　
と
い
う
パ
タ
ー
ン
の

固
定
化
が
、
こ
こ
数
年
の
傾
向

と
し
て
見
ら
れ
ま
す
。

良
く
言
え
ば
、
充
電
期
間
が

長
い
だ
け
に
紙
面
の
充
実
か
図

ら
れ
ま
す
が
、
一
般
的
に
見
れ

ば
、
新
鮮
な
話
題
を
捉
供
す
る

は
ず
の
、
本
来
の
〝
新
聞
〟
の
名

に
面
目
が
立
た
な
い
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

毎
日
発
行
さ
れ
る
新
開
の
よ
う

な
新
鮮
さ
を
求
め
る
の
は
と
て

も
不
可
能
で
す
が
、
1
回
こ
れ
、

い
つ
の
話
題
？
L
等
々
の
批
判

の
声
が
出
な
い
た
め
に
も
、
作

成
へ
の
着
手
、
活
動
の
迅
速
化

は
、
〓
卜
我
々
の
最
重
要
課
題

で
す
。次

に
、
紙
面
内
容
に
つ
い
て

で
す
が
、
我
が
新
聞
委
員
余
も

今
盛
ん
に
叫
ば
れ
る
〝
活
字
離

れ
〟
の
世
情
を
考
慮
し
て
、
モ

母
校
水
泳
部
の
伊
藤
栄
悦
君

一
1
年
l
机
一
が
、
日
本
水
泳

連
盟
主
催
の
9
3
年
ジ
し
こ
ア
フ

ロ

ッ

ク

・

二

一

一

ジ

ー

ラ

ン

ド

遠
征
の
メ
ン
バ
1
に
選
考
さ
れ
、

一
．
月
－
1
凡
〓
か
ら
の
派
遣
に
参

加
し
ま
し
た
。

日
本
水
泳
連
盟
の
ジ
ュ
ニ
ア

フ
ロ
！
ク
遠
征
は
、
毎
年
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
東
日
本
と
西

日
本
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
交
互
に
一

年
お
き
に
派
遣
さ
れ
る
も
の
で
、

今
年
は
、
東
日
本
か
ら
一
一
「
在

名
一
男
予
「
二
名
、
女
子
「
l
。
．

名
一
選
抜
さ
れ
ま
し
た
。
東
日

本
5
ブ
ロ
ッ
ク
の
昨
年
末
に
あ
っ

た
ジ
ュ
ニ
ア
合
宿
参
加
者
の
中

で
、
1
0
の
タ
イ
ム
を
通
過
し

た
者
か
ら
選
考
さ
れ
、
東
北
で

は
在
名
、
秋
用
県
か
ら
は
．
名

だ
け
で
し
た
∩

遠
征
日
程
十
日
間
の
中
に
現

地
で
の
水
泳
競
技
会
が
あ
り
、

十
八
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
四

日
に
わ
た
っ
て
オ
ー
ク
ラ
ン
ド

市
で
行
わ
れ
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
・
エ
イ
ジ
グ
ル
ー
プ
選
手

権
に
出
場
し
ま
し
た
。
背
泳
三

種
目
す
べ
て
決
勝
進
出
し
、
五

十
M
で
は
二
位
、
百
M
で
は
三

位
の
成
績
を
お
さ
め
、
見
事
メ

ダ
ル
を
手
に
し
て
戻
り
ま
し
た
。

伊
藤
君
の
こ
れ
ま
で
の
活
躍

は
、
H
本
選
手
権
出
場
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
、
国
体
（
平
成
三
年

度
、
四
年
度
両
年
一
出
場
な
ど

輝
か
し
い
も
の
が
あ
り
、
種
目

は
背
泳
ぎ
で
す
が
、
5
0
M
で
2
8

秒
1
、
百
M
で
5
9
秒
7
、
二
百

M
で
2
分
1
0
秒
6
の
自
己
、
ヘ
ス

ト
記
録
を
も
っ
て
お
。
、
東
北

総
体
で
百
M
．
一
位
、
古
M
一
一
あ

位
の
成
績
が
あ
。
ま
す
。

今
後
も
有
望
な
伊
藤
君
に
、

一
層
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

（
顧
問
　
鈴
木
　
辛
一
一

日
器

ノ
ク
ロ
▲
辺
倒
か
ら
カ
ラ
ー
へ

の
初
の
試
み
、
活
字
の
拡
大
化

を
図
。
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の

〝
変
革
〟
は
、
以
前
よ
。
も
生
徒

の
新
開
へ
の
関
心
を
高
め
る
事

が
出
来
た
と
我
々
は
確
信
し
て

い
ま
す
。

一
昭
年
の
「
甲
子
園
特
集
L

を
筆
頭
に
、
運
動
部
を
中
心
と

し
た
大
会
報
告
等
の
号
外
な
ど
、

記
事
や
発
行
形
態
の
多
様
化
も

試
み
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
よ

り
身
近
な
「
秋
里
晶
新
聞
一
を

目
指
し
て
、
委
員
．
同
尺
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
‥

一
ノ
新
聞
委
員
会
委
員
長

昔
京
　
憂
子
一

′

　

I

　

　

　

′

ん

l

◆
演
劇
部

先
頃
、
小
体
育
館
奥
の
演
劇

部
部
室
に
於
い
て
▲
冊
の
ア
ル

バ
ム
を
発
掘
し
た
。
紙
が
黄
色

く
な
っ
て
い
る
辺
。
、
か
な
。

片
の
先
輩
方
が
残
し
た
物
の
よ

う
で
あ
る
い
　
中
の
写
真
は
白
黒

だ
っ
た
。
お
ど
け
て
ポ
ー
、
ス
を

と
っ
て
い
た
り
、
か
と
思
う
と

真
剣
に
演
劇
を
し
て
い
た
。

変
わ
っ
て
い
な
い
′
　
∵
ノ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
も
、
．
牛
懸
命
な

舞台もr、l
演
劇
部
、
と
い
う
と
華
や
か

な
よ
う
で
実
は
た
い
し
た
武
勲

は
立
て
て
い
な
い
1
　
毎
年
発
表

会
が
あ
っ
て
優
秀
校
は
県
人
余
、

東
北
大
余
と
出
世
し
て
い
く
の

だ
が
、
何
年
か
前
に
先
帝
方
が

全
国
へ
行
っ
て
以
来
、
〓
卜
討

死
に
枠
の
連
続
で
あ
る
い
　
普
段

の
学
校
生
活
が
学
校
史
に
残
ら

な
い
よ
う
に
、
演
劇
部
の
活
動

も
学
校
生
活
と
密
着
し
て
い
る
い

新
入
生
歓
迎
会
や
文
化
祭
、
お

祭
。
騒
ぎ
が
あ
る
と
必
ず
顔
を

出
し
パ
ア
ノ
と
盛
。
上
げ
、
そ

し
て
た
い
し
て
記
憶
に
残
ら
な

い
、
そ
う
い
う
も
の
で
あ
る
り

し
か
し
我
々
は
舞
台
の
一
瞬

▲
瞬
の
た
め
日
々
心
を
尺
く
し

燃
え
て
い
る
r
　
舞
台
の
一
二
で
ィ

カ
は
ィ
カ
カ
な
ん
て
や
る
の
だ

け
が
演
劇
で
は
な
い
　
台
本
を

決
め
、
稽
古
を
し
、
装
置
や
表

装
を
作
。
、
照
明
や
音
響
を
決

め
る
′
　
発
声
練
習
は
欠
か
さ
な

い
し
創
造
し
て
は
改
良
を
重
ね
、

そ
し
て
ィ
カ
は
イ
ふ
〃
力
は
梓
の

汗
と
涙
の
栄
冠
な
の
だ

我
々
が
引
き
継
い
で
き
た
温

か
い
心
根
と
、
捉
供
し
て
き
た

さ
さ
や
か
な
感
動
を
、
き
っ
と

後
輩
達
が
広
げ
て
い
っ
て
！
＼
れ

る
と
出
い
っ
て
い
る
く

聴〆

　

↓

－

′
－

会
務
報
告

▽
だ
よ
り
三
「
九
号
で
報
告
後

の
会
務
は
次
の
通
り
で
あ
。
ま

す
。

2．11　　　1

611222
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●

7

能
代
支
部
総
会

常
住
理
事
会

▲
二
〇
高
年
校
史
委

員
会

同
窓
会
だ
よ
。
第
3
9

号
発
行

1

　

　

　

‘

五
一
　
年
次
同
期
会

一
「
六
年
次
同
期
会

一
一
〇
周
年
校
史
委

員
会

秋
出
市
役
所
羽
城
会

二
「
六
年
次
同
期
会

企
画
委
員
会

広
報
委
員
会

正
・
副
会
長
会
議

第
。
．
回
募
金
委
員
会

校
史
資
料
館
着
工

大
館
支
部
総
会

「
高
台
3
0
年
を
語
る
」

座
談
会

県
庁
乞
部
総
会

一
∵
0
周
年
校
史
委

l

l

　

ゝ

一

ヽ

1

．

し

ノ

′

l

一
一
〇
周
年
行
事
委

－

t

　

ゝ

ヽ

－

L

′

ノ

ー

新
入
会
員
入
会
式

同
窓
会
だ
よ
り
第
4
0

号
発
行

事
務
局
だ
よ
り

◆
本
年
度
の
新
入
会
員
一
卒
業

生
一
は
、
男
子
．
一
九
四
名
、
女

子
∴
ハ
九
名
で
、
合
計
四
六
二

名
の
新
人
会
員
を
迎
え
る
こ
と

に
な
。
ま
し
た
（
　
若
き
彼
等
の

前
途
に
辛
多
か
れ
と
お
祈
り
し

心
か
ら
お
祝
い
申
し
あ
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

財団法人根っこの家
若い根っこの会

会長・エッセイスト

加藤日出男
（S21卒）

東京事務所／
港区北青山3の6の18青山共同ビル
TEL O3－3407－8261－3
本部／
埼玉県川越市元町2の8の17根っこの家
TE L O492－22－2759

土崎神明杜　　　　　秋山牧税理士事務所　祝百二十周年記念
所　長

税埋土　　　　　　　　　　　音楽指揮者

秋山　牧佐藤　菊夫
（S42卒）（「秋高音歌」作曲家）（S22卒）

〒158

東京都世田谷区深沢8－6－6

TEL O3－3704－1190

〒010

秋田市東通仲町15番5号
T E L O188－37－2281
F A X O188－37－2282

官司

伊藤幸枝（S細
禰宜

伊藤茂樹（S。2卒）
秋田市土崎港中央3－9－37
T E L O188－45－1411
FAX O188－45－2417

（S42卒）桧田悦朗　進藤垂明

園這慧完芸詣務所㈱進藤風呂

空級建墓，二　　　　　代表取締役

（S42卒）

秋恥南山E六川8－6ナカムラビル101　　秋日直楯山登町6－15
TE L・FAX0188－24－3276　　　　　　TE L O188－35－2211

東北道路サービス株式会社

代表取締役社長

小西　忠邦
（S22卒）

〒980

仙台市青葉区一番町二丁目2番13号（仙建ビル7F）
TELO22－267－2701㈹FAXO22－266－6954
く自宅〉〒981
仙台市青葉区水の森三丁目38－36
TEL O22－279－6055

豊かな未来をクリエイトする
総合建設業

仙建工業株式会社

代表取締役社長

宮原　和雄
（S22卒）

本社／仙台市青葉区一番町2－2－13

TEL O22－225－8511

FAX O22－222－4677

輝く品揃え

㈲かがや

ふぐ・スッポン

贈答用高級鮮魚

T E L O188－33－1074

FA X O188－33－3878

宴（S42卒）
12番11号

厨房の助っ人

㈲東北珍味センター

全国珍味・料理材料
婚礼料理素材

TE L O188－36－0248㈹
F A X O188－36－0248

代表取締役加賀谷
秋田市土崎港西2丁目

勝司会館　園メタのや
代表取締役鎌　田　　蓄（S42卒）

浦浩一郎（S。7卒）
ー　　　　　　　　▲

一　　　　　▲

r＿　　　▲

秋　田　市　中　適　4－16－4
TE L O188－32－2155㈹

経理課長
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